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国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
第
六
七
回
通
常
総
会
が
、
九
月
二
五
日
か
ら

二
九
日
ま
で
の
日
程
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の

冒
頭
で
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
Ｒ
．
Ｍ
．
グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務
局
長
が
演
説
し
、「
世
界
中
の

世
論
が
原
子
力
に
対
し
て
好
意
的
に
傾
き
つ
つ
あ
る
が
、
原
子
力
発
電
の
利
用
国
は

そ
れ
で
も
な
お
、
オ
ー
プ
ン
か
つ
積
極
的
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ら
と
関
わ
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
表
明
。
安
価
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
未
来
を
実

現
す
る
に
は
大
胆
な
決
断
が
必
要
で
あ
り
、
原
子
力
も
含
め
実
行
可
能
な
あ
ら
ゆ
る

低
炭
素
技
術
を
す
べ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

同
事
務
局
長
は
ま
た
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
進
め
る
原
子
力
の
活
用
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
地

球
温
暖
化
の
影
響
緩
和
に
と
ど
ま
ら
ず
、
が
ん
治
療
や
人
獣
共
通
感
染
症
へ
の
対
応
、

食
品
の
安
全
性
確
保
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
な
ど
の
分
野
で
順
調
に
進
展
し
て
い
る
と

表
明
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
は
以
前
と
比
べ
て
向
上
し
て
お
り
、
他
の
ほ

と
ん
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
よ
り
も
安
全
だ
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
原
子
力
が
地

球
温
暖
化
の
影
響
緩
和
に
果
た
す
役
割
と
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
等
の

新
し
い
原
子
力
技
術
に
い
か
に
多
く
の
国
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
か
を
強
調
し
た
。

　

同
事
務
局
長
は
さ
ら
に
、
八
月
か
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
海
洋
放
出
が
始
ま
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
独
自
に
客
観
的
か
つ
透
明
性
の
あ
る
方
法

で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
試
料
の
採
取
、
状
況
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
こ

の
先
何
十
年
に
も
わ
た
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
こ
れ
ら
を
継
続
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
と

し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
現
在
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
関
し
て
も
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ
る
五
つ
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
サ
イ
ト
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

が
駐
在
し
て
お
り
、
過
酷
事
故
等
の
発
生
を
防
ぐ
べ
く
監
視
を
続
け
る
と
の
決
意
を

表
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
各
国
代

表
か
ら
の
一
般
討
論
演

説
で
は
、
日
本
か
ら
参

加
し
た
高
市
早
苗
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
が
登

壇
。
核
不
拡
散
体
制
の

維
持
・
強
化
や
原
子
力

の
平
和
利
用
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

を
め
ぐ
る
日
本
の
取
組
等
を
説
明
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
つ
い
て
は
、
同
国
の

原
子
力
施
設
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
日
本
が
重
大
な
懸
念
を
抱
い
て
お
り
、
ロ
シ

ア
の
軍
事
活
動
を
最
も
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
原
子
力
の
平
和

利
用
に
関
し
て
は
、
気
候
変
動
等
の
地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対
応
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
し
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
と
も
な
い
、
八
月
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
処
理
水
の
安
全
性
に
関
し
て

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
二
年
に
わ
た
る
レ
ビ
ュ
ー
結
果
が
今
年
七
月
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
言
及

し
た
。
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
関
す
る
日
本
の
取
組
は
関
連
す
る
国
際
安
全
基
準
に

合
致
し
て
い
る
こ
と
、
人
お
よ
び
環
境
に
対
し
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
放
射
線
影
響
と

な
る
こ
と
が
結
論
と
し
て
示
さ
れ
た
点
を
強
調
し
た
。
高
市
大
臣
は
ま
た
、
日
本
は

安
全
性
に
万
全
を
期
し
た
上
で
処
理
水
の
放
出
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
透
明
性
高
く
迅
速
に
確
認
・
公
表
し
て
い
る
と
説
明
。
放

出
開
始
か
ら
一
ヶ
月
が
経
過
し
て
、
計
画
通
り
の
放
出
が
安
全
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
、
日
本
は
国
内
外
に
対
し
て
科
学
的
か
つ
透
明
性
の
高
い
説
明

を
続
け
、
人
や
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
無
い
よ
う
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
継
続
的

な
関
与
の
下
で
「
最
後
の
一
滴
」
の
海
洋
放
出
が
終
わ
る
ま
で
安
全
性
を
確
保
し
続

け
る
と
の
決
意
を
表
明
し
た
。　

　

同
大
臣
は
さ
ら
に
、
日
本
の
演
説
の
前
に
中
国
か
ら
科
学
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い

発
言
が
あ
っ
た
と
強
く
非
難
。
こ
の
発
言
に
対
し
、「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
加
盟
し
な
が
ら
、

事
実
に
基
づ
か
な
い
発
言
や
突
出
し
た
輸
入
規
制
を
取
っ
て
い
る
の
は
中
国
の
み

だ
」
と
反
論
し
て
お
り
、「
日
本
と
し
て
は
引
き
続
き
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
行

動
や
正
確
な
情
報
発
信
を
中
国
に
求
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　

総
会
と
の
併
催
で
あ
る
日
本
の
ブ
ー
ス
展
示
で
は
、「
脱
炭
素
と
持
続
可
能
性
の

た
め
の
原
子
力
と
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｇ
Ｘ

実
現
に
む
け
た
原
子
力
政
策
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
強
化
、
原
子
力
技
術
基

盤
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
高
温
ガ
ス
炉
や
高
速
炉
、
次
世
代
革
新
炉
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

海
洋
放
出
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
。
展
示
会
初
日
に
は
、
高
市
大
臣
が
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
来
訪
。
同
大
臣
は
挨
拶
の
中
で
、
ブ
ー
ス
に
お
い
て
次
世
代
革
新

炉
開
発
を
紹
介
す
る
こ
と
は
時
宜
を
得
て
い
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋

放
出
は
計
画
通
り
安
全
に
行
わ
れ
て
お
り
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
デ
ー
タ
と
科
学
的

根
拠
に
基
づ
き
透
明
性
の
あ
る
形
で
説
明
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
を
発
祥
と
す
る
飲
食
物
（
そ

の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
と
い
え
ば
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
カ
フ
ェ
。

コ
ー
ヒ
ー
は
世
界
中
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
が
、
街
の
文
化
と
カ
フ
ェ
と
い
う
空
間
が

強
く
結
び
つ
い
て
い
る
街
は
、
世
界
で
も
ウ
ィ
ー
ン
だ
け
で
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
ー
ン
の

カ
フ
ェ
は
カ
フ
ェ
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
、
内
装
や
コ
ー
ヒ
ー
の
種
類
な
ど
様
々
な
独
自

の
文
化
、
作
法
が
存
在
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
の
歴
史
は
三
四
○
年
前
に
さ
か

の
ぼ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
下
の
一
六
八
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
第
二
次

ウ
ィ
ー
ン
包
囲
に
よ
り
危
機
に
陥
っ
た
が
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
連
合
軍
に
よ
っ

て
難
を
逃
れ
る
。
こ
の
時
、
ス
パ
イ
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
勝
利
に
貢
献
し
た
コ
ル
シ
ツ

キ
ー
が
、
敗
退
し
た
ト
ル
コ
軍
の
残
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
譲
り
受
け
て
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
を
始
め
た
の
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
初
物
語
だ
と
い
う
伝
説
が
の
ち
に
生

ま
れ
た
。
現
在
で
は
、
そ
れ
以
前
に
コ
ー
ヒ
ー
を
商
う
も
の
が
す
で
に
い
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
今
も
な
お
コ
ル
シ
ツ
キ
ー
伝
説
は
語
り
継
が
れ
、
コ
ル
シ
ツ
キ
ー
通
り

に
記
念
の
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
最
初
の
カ
フ
ェ
ハ
ウ
ス

が
オ
ー
プ
ン
。
コ
ー
ヒ
ー
を
中
心
に
、
お
茶
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
菓
子
な
ど
を
出

す
店
と
し
て
生
ま
れ
た
。
や
が
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
チ
ェ
ス
な
ど
を
置
く
店
が
現
れ
、

一
八
世
紀
後
半
に
は
新
聞
を
置
く
の
が
一
般
的
に
な
り
、
芸
術
家
や
文
化
人
が
情
報

交
換
を
す
る
サ
ロ
ン
と
し
て
の
利
用
が
習
慣
化
し
た
。
今
も
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
に
興
じ
た
り
、
食
事
を
し
た
り
、
一
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
交
流
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
二
○
一
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
委
員

会
が
カ
フ
ェ
ハ
ウ
ス
を
無
形
文
化
遺
産
に
認
定
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
か
ら

ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
文
化
を
守
ろ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
は
緑
茶
の
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
中
国
か
ら

い
つ
お
茶
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
平
安
時
代
の
文
献
に
は
茶
を
点
て

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
宋
に
渡
り
修
行
し
た
栄
西
が
帰
国
後
「
喫
茶
養
生
記
」

を
記
し
て
喫
茶
の
習
慣
を
奨
励
す
る
。
当
初
は
主
に
寺
院
等
で
健
康
・
薬
用
飲
料
と

さ
れ
た
お
茶
は
嗜
好
品
と
な
り
、
各
地
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都
拇
尾

の
明
恵
は
親
好
の
あ
っ
た
栄
西
か
ら
贈
ら
れ
た
茶
に
よ
り
茶
園
を
造
り
、
さ
ら
に
宇

治
な
ど
各
地
に
植
栽
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
当
初
は
加
熱
し
た
茶
葉
を
「
ほ
い
ろ
」

や
日
光
で
乾
燥
さ
せ
る
だ
け
だ
っ
た
お
茶
づ
く
り
も
、
一
七
世
紀
に
は
乾
燥
さ
せ
る

前
に
茶
葉
を
「
揉
む
」
と
い
う
工
程
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
品
質
も
向
上
し
て

い
っ
た
。
宇
治
田
原
湯
屋
谷
の
篤
農
家
、
永
谷
宗
円
は
当
時
の
製
茶
法
に
改
良
を
加

え
な
が
ら
研
究
し
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
香
り
も
味
も
圧
倒
的
に
優
れ
た
煎
茶
を
つ
く

り
出
し
た
。
や
が
て
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
「
永
谷
式
（
宇
治
製
）
煎
茶
製
法
」
は
、

現
在
の
日
本
緑
茶
（
煎
茶
・
玉
露
）
の
製
法
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
時
は
元
文
三
年

（
一
七
三
八
年
）、宗
円
五
八
歳
の
時
だ
っ
た
。
以
降
、飲
む
と
き
に
茶
葉
を
煮
出
す「
煎

じ
茶
」
で
は
な
く
、
茶
葉
を
急
須
に
入
れ
て
お
湯
を
注
ぎ
、
手
軽
に
出
せ
る
新
し
い

煎
茶
が
普
及
し
た
。
宗
円
は
自
ら
江
戸
へ
向
か
い
、
日
本
橋
の
茶
商
山
本
嘉
兵
衛
を

通
じ
て
売
り
出
し
た
煎
茶
は
、
高
品
質
な
こ
と
で
評
判
と
な
り
、
以
後
山
本
家
の
屋

号
「
山
本
山
」
の
名
を
広
く
知
ら
し
め
た
。
開
国
後
は
西
洋
諸
国
と
の
貿
易
が
盛
ん

に
な
り
、
お
茶
は
生
糸
に
次
ぐ
主
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。
近
代
的
設
備
が
整
い
、

機
械
に
よ
る
製
茶
が
盛
ん
な
現
代
も
、
宗
円
の
意
志
を
継
い
だ
人
々
に
よ
り
高
品
質

な
お
茶
が
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
二
○
一
五
年
に
京

都
・
山
城
が
『
日
本
茶
八
○
○
年
の
歴
史
散
歩
』
と
し

て
日
本
遺
産
第
一
号
に
認
定
さ
れ
た

　

余
談
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
総
会
と
併
催
の
日
本
の

ブ
ー
ス
展
示
は
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
だ
っ
た

二
○
○
六
年
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で

は
旧
王
室
御
用
達
の
カ
フ
ェ
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ケ

ル
ン
ト
ナ
ー
通
り
に
あ
る
一
八
四
七
年
創
業
の
ゲ
ル
ス

ト
ナ
ー
に
は
、
家
内
と
良
く
行
っ
た
。
緑
茶
は
昔
か
ら

一
日
に
何
杯
も
飲
む
愛
飲
家
で
あ
る
。
今
月
も
両
地
を
発
祥
と
す
る
飲
食
物
を
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
ハ
ウ
ス
で
提

供
さ
れ
る
典
型
的
な
コ
ー
ヒ
ー
（
メ
ラ
ン
ジ
ュ
）
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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